


















研究目的

　感染性疾患の対策がほぼ目的を達した現在,残された疾患は,遺伝性,先天性,

体質性とよばれるもので,それらの疾患に関する研究に重点が向けられる一方,

あわせてその対策にせまられている。特に先天性,遺伝性とよばれるものは,出

生後に治療の効果のあるものは極めて少なく,たとえ効果があっても十分では

ない。従って可能なかぎり,出生前の予防の対策が必要である。


